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さらに活気を増していた
創意と工夫の地域活動

北海道東川町 名作椅子のカード

厚めのスクエアな用紙にエンボス加工が施

されています。郵送のほか、町内の店舗な

どにも置きやすいサイズ感に収めつつ、コ

レクターズマインドを刺激する統一感を重

視しながら毎回のお話会に合わせて発行。

反応は予想以上で、「過去の作品も欲し

い」「全種コレクションしたい」という問い合

わせが相次ぐなど、カード自体が「14日は

椅子の日」を啓蒙するコンテンツへと成長

中。東京をはじめ遠方のインテリアファンへ

のアピール材料ともなっているようです。

この秋からは旭川家具組合とのコラボ展

示も開始。今後の展開が楽しみな試みです。

織田氏の名著『名作椅子大全』の中で織田

氏ご自身が描いたイラストの原画をもとに、

配布用オリジナルカードの制作を始めます。

今回、その一部をいただいたのですが、こ

れが思わずデスクに飾りたくなる見事な仕

上がりなのです。

以前に東京で開催した展覧会の販売資料

として作成したカードを参考にしたそうで、

2019年２月発行の本誌第12号でご紹介し

た北海道の東川町。家具づくりが盛んな町と

いう予備知識のもとに訪れたところ、想像以

上に活力ある地域活動に驚かされてから、は

や３年。先ごろ再びお邪魔する機会に恵まれ

たのですが、さらに活気が増していました。

前回の訪問でも印象的だった、椅子研究

家・織田憲嗣氏のコレクション。昨年、町が中

心となり４月14日が『良い椅子の日』に制定

されたのを機に存在感がアップし、毎月14日

に「椅子のお話会」を開催することになったそ

うです。2016年から約３年間にわたり国内外

より講師を招いて行っていたデザインスクー

ルの開催が難しくなり、その後継的な役割も

担うお話会は、コロナ禍のため当初は参加人

数を絞ってスタート。８月からは本格的に開

催告知を開始したのですが、その一環として、

頑張れ、ミュージアム。

2007 年 刊 行

の大労作『名作

椅子大全』掲載

のイラスト原画

を活用。季節に

合わせてカード

の色を選ぶなど、

制作者側も楽し

みながら作って

いるそうです。
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全面リニューアル計画の
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ミュージアム

リサーチャー

「全国のおうちに届け！」
学芸員の想いから始まった一大ムーブメント
おうちミュージアム 北海道博物館

「ミュージアム関係者の間なら知らない人はいないのではないか」という評価が大げさに聞こえないほど、ちょっとしたブームとなった『おう

ちミュージアム』。その波及ぶりたるやまさに全国的で、コロナ禍の外出自粛で萎縮しがちの私たちを元気づけてくれました。

全国の博物館のみならず、一般の方々がミュージアムの楽しさを再発見する機会ともなった、ゆるやかなコラボ運動。今回は、発案者であ

る北海道博物館の渋谷美月さんのご協力のもと、実際の資料をひもときながらここまでを改めて振り返ってみましょう。

2020年２月末、新型コロナウイルス感染

拡大の影響を受け、全国の小中学校は臨

時休校を余儀なくされました。家に閉じこ

もらざるを得なくなった当の子どもたちだ

けでなく、突如として学校に通わせること

ができなくなって動揺する家族のためにも、

自宅で楽しく学べるアイデアを提供できな

いか。そんな想いから、北海道博物館が

始めたのが『おうちミュージアム』と名付け

られた取り組みでした。

ミュージアムならではの創意と工夫を活か

して社会貢献を果たす姿勢に共感した全

国の各館の参加によって、あっという間に

全国へ。大きなポイントとなったのは、ゆる

いながらも当初から明確な枠組みが決め

られていた点でした。参加自由の内容自

由といった印象ですが、実はひとつの企画

として成立するように綿密な作り込みが

あったわけですね。ルールは、以下の３つ

でした。

1. 共通の企画名とロゴマークを使用す

ること

2. 情報を集約すること

3. 参加館のハードルを下げること

多数の館が自由行動的に参加するとなる

と、まとまりを欠きやすくなります。また、コ

ンテンツの内容だけでなくネット公開の場

所も方法も任意ですので、閲覧者に対し

てそれらが「同じ枠組み」の中にあること

を伝えにくいだけでなく、もしかしたらサイ

ト上で見つけてもらうことすらできないか

もしれません。そこで用意されたのが、全

国共通の企画名とロゴマーク。さらには

SNSの文化であるハッシュタグを活用し、

別の館のコンテンツでも見た瞬間にピンと

来る仕組みへと仕上げられました。

まったく別々に動いているのに「同一線

上」にいるような印象を与えつつ、なおか

つミュージアム同士も互いに刺激を与え

合えるという、実によくできた鮮やかな仕

掛けが施されたおうちミュージアム。開始

早々に大評判となったのはご存知の通り

ですが、反響が大きくなるにつれて、多様

な事情で不登校や自宅学習を続けてきた

子どもやその家族を勇気づけていること

が分かり、コロナ対策の枠を超えた社会

的ムーブメントへと育っていきます。

北海道博物館では、自館のホームページ

に参加館リストを掲載しています。各館の

サイトへとダイレクトに飛べるリンクが用意

されていますが、参加館が増えていくと、

やがて情報を一元的に集約するポータル

サイトとしての役割を果たすようになりま

す。ミュージアムにとっても事例を具体的

に知ることができる参考リンク集となり、さ

らに参加しやすい環境が整っていきました。

自由参加だからこそ
ポイントを押さえた
企画力

アンケートから
浮かび上がる
参加意義

最近はWEBサイトやSNSでの情報発信

も活発ではあるものの、ミュージアムは伝

統的に「来館してもらう」ことを重視してき

た施設です。コロナ禍では館自体も臨時



休館に追い込まれましたが、それ以上に来

館者の方々が身動きできない状況が続け

ば、存在意義に関わることにもなりかねま

せん。全国の子どもたちを、そして日本中

の人々を励まそうという企画者の想いは

爆発的な勢いで伝播していくことになりま

したが、その半面、ミュージアム関係者を

も勇気づけることになりました。

そんな状況は、2020年の７月から８月に

かけて参加館に向けて実施されたアン

ケート調査からも垣間見えます。たとえば、

なぜこの企画に参加したのかについて訊

ねる項目では、実に90％近い館が主旨に

共感したためと回答しています。学芸員や

館職員が、いかに同じ想いを抱えていた

のかが伝わってきます。

ほかにも、いくつか非常に興味深い項目

が。この企画のことをどこで知ったかとい

う問いに対しては、最も多かったのが

「ネットや新聞の記事」という回答でした。

これは、開始初期は企画スタートのアナウ

ンスが、それ以降は各地での人気ぶりや

盛り上がりが各種メディアで報道されてい

たことを意味しますので、業界内だけでな

く社会的な影響力が芽ばえていたことが

よく分かります。

そして、極め付きは「ほかのミュージアム

のコンテンツを参考にしたか」という設問

に対する回答。「とても」「多少」を合わせる

と、何と約９割もの館が参考にしたと答え

ているのです。先のリンク集などを指して

いると思われますが、単に参考材料とした

だけでなく、ほかのミュージアムが頑張っ

ていることを知って励まされたという声も。

公共施設としての役割の一部が果たせな

くなる中で感染防止対策に追われるなど、

毎日が混乱状態で疲れ切っていた学芸員

の気持ちをも支えていたわけですね。

理解促進に役立ったという話もありました。

表にはなかなか見えづらいですが、SNSで

の大反響を見てもミュージアムにプラス方

面の効果をもたらしていることは確実な情

勢。こうした企画は勢いも大事ですが、長く

継続していくことで波及し、深まり、定着して

いくのが世の常でもありますので、ぜひ安

定的に成長していく姿を期待したいところ

ですね。

順風満帆なおうちミュージアムですが、課

題もなくはありません。と言っても、この企

画固有の話ではなくオンラインイベント全

般に当てはまる宿命のようなものですが、

たとえばコンテンツを制作するマンパワー

の不足。単純なように見えて深刻で、以前

なら致命的な壁ともなっていたはずの問

題です。ただ、近年のサポートツールの充

実もあり、経験値が上がっていけば応用

力が育まれ、やがては時短化や省力化が

見えてくる可能性も。また、IT文化の深化

によって社会全体が習熟度を増せば、自

然に解決につながることも考えられます。

誰もがデジタルコンテンツを手がける時代

になれば、いずれは現在の「特定の誰かに

負担が偏る」問題も軽減されていくかも知

れません。

もうひとつの課題は、もう少し複雑な議論

があるでしょう。入館料収入を重視せざる

を得ない立場のミュージアムが「どこまで

オンラインで公開できるのか」という問題

です。これについてはさまざまな意見があ

りますが、概ね「広く公開すれば興味を

持ってもらいやすくなる」「表に出し過ぎる

と来てもらえなくなる」というふたつの方向

性に集約できるでしょう。オンラインでの情

報提供はまさに時流である半面、実物を

目の前にした感動の提供こそがミュージア

ムの真骨頂。両陣営に一定の説得力を感

おうちミュージアムの
これから

ここで時系列を整理しましょう。政府が小中

学校に休校を要請する方針を発表したのは、

2020年２月27日のこと。北海道博物館は、

そこからわずか一週間足らずの３月４日に

公式サイトに専用ページを開設し、同時にプ

レスリリースを配信しています。翌５日には

他館に参加を呼び掛けるページを増設し、

さっそく協力を申し出られたデザイナーの方

とロゴのさらなる改良に着手。ここから全国

200館以上のミュージアムが一斉に取り組

むに至るまで、期間にしてわずか約３か月と

いうのですから驚きます。この規模の横断

型プロジェクトへと発展したこと自体も素晴

らしいのですが、自由参加のミュージアムイ

ベントでこのスピード感は、おそらく異例中

の異例と呼べるのではないでしょうか。

各館が制約を受けることなく、工夫を凝らし

ながら取り組んで、それぞれに手応えを得

たおうちミュージアム。その「成果」について

は本当に多様な様子で、先のアンケートにも

さまざまな声が寄せられています。

たとえば、５歳の子から作品が郵送されてき

たというとある館では、「開館したら遊びに

来てね」とお礼の返事を送ったところ、営業

再開後に本当に訊ねてくれたとか。また、博

物館と連携している大学では、オンライン授

業の素材としておうちミュージアムのコンテ

ンツを使ったという事例も。さらには観光系

のイベントでも活用例があったようで、「い

つでも、どこでも、だれでも」簡単に利用で

きるオンラインならではの強みが存分に発

揮されています。

対外的な成果が豊かに実る一方で、館内部

への好影響についても報告が。職員の間で

インターネット活用に対するモチベーション

やリテラシーが形成された、コミュニケー

ションが活発になったという声のほか、企業

系のミュージアムでは他部署の社員の家族

がコンテンツを楽しんだことから館に対する

爆発的な広がりから、
安定成長の段階へ



じるものの、地域や館種、収蔵品の数や傾

向など、それぞれの事情で方針が異なる

かも知れません。

ほかにも課題はいくつかありますが、ここ

でもう一度、おうちミュージアムに参加し

た各館の動機や動線を確認してみましょう。

前述のアンケートでも「他館を参考にした」

という声が多数寄せられていた通り、情報

共有の場を欲しているミュージアムは、

きっと想像以上に多いはずです。また、前

向きなコラボレーションの気運も高まって

いるようで、連携のアイデアも多く寄せら

れている様子。事実、北海道博物館では

「あっちこっち湿地」という2021年の特別

展に合わせて、湿地にまつわる各館のおう

ちミュージアムをホームページで紹介中。

コンテンツの相互利用は、思わぬ交流機

会を呼び寄せるかもしれません。

最後に、もうひとつアンケートの声をご紹

介しておきましょう。おうちミュージアムを

コロナ禍の終息後も続けたいかという質

問には、８割以上の館がポジティブな立場

を堅持しています。前述の通り、おうち

ミュージアム＝ミュージアムのオンライン

活用は、さまざまな事情を背景とした不登

校児童への学びやコミュニケーションの提

供の契機ともなっています。それはきっと、

子どもたちだけではありません。おそらく

は、多様な理由でミュージアムに足を運ぶ

ことが叶わない人々に対しても、希望や喜

びをお届けする機会ともなるでしょう。

ひとりの学芸員の発案から始まり、社会現

象的な盛り上がりを呼び起こすに至った

おうちミュージアム。非来館型サービスと

いう新機軸を内包する力強いムーブメント、

今後とも注目していきたいと思います。

おうちミュージアム、やってみました。

オフィスにあった箱を土俵に、お馴染みのトントン相撲をやってみました。最強戦士のティ

ラノサウルスと、鎧に覆われた草食のステゴサウルスの一騎打ちですが、ここでは後者が

やすやすと勝利します。少し調べてみたら、ステゴサウルスは尾の先の４本の角を武器にし

ていたとの記事を見つけました。こうして見ると、割と強そうですよね、ステゴサウルス。

こちらは双六スタイルで渡り鳥

たちの生態を学習。「ビニールを

のみこむ」「ハンターにねらわれ

る」でライフのポイントがひとつ

ずつ減ってしまいましたが、リア

ルならマイナス1どころではない

でしょうね。「つり糸にからまる」

は納得としても、もらったパンで

も同程度のダメージを受けると

は…。これは調べておく必要が

ありそうです。

北海道博物館 おうちミュージアム https://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/ouchi-museum/

北海道博物館 第31弾
めざせ横綱！恐竜紙ずもうを作ろう
2021年3月5日公開

北海道博物館 第32弾
あっちこっち湿地 わたり鳥すごろく
2021年7月31日公開



理系と文系のハイブリッド！
「超新星」学生ベンチャーが示した解決策

展示シミュレーター Virtualion

多種多様な専門業者が多数存在するミュージアム周辺。毎年開催されるご存知「全国博物館大会」では、毎回10社ほどの企業がブース

を出展するのが恒例となっています。展示ケースや免振装置、高精細画像ビューアやオンラインチケット発行システム…。毎年参加中の弊

社としても、ふだんあまり見る機会のない専門技術の最新情報に触れるのは、この大会の大きな楽しみのひとつだったりします。

ミュージアムでの仕事は、地道でニッチな分野の業務が多いからでしょうか。出展社はどちらかと言えば業歴の長い企業が多く、ベン

チャー系の若い会社は少ないように思います。これは博物館大会に限らず、博物館界全体の傾向とも感じますが、そんな中で、今年は別の

場で元気いっぱいの若い企業と知り合う機会に恵まれました。

若い企業どころか、代表は何と大阪大学大学院に在学中の現役の学生さん。製品は展示シミュレーターソフトで、学芸員の展示企画作業

を劇的に変えるツールです。それどころか、環境次第で用途は多様。学芸員の道を目指す若者たちの学習教材に、非接触時代のミュージ

アムのオンライン展示に、リアルで開催した展覧会での展示内容のアーカイブ用途に…と、大きな可能性を秘めたシステムに仕上がって

いるのです。

その出来栄えも素晴らしいのですが、代表に話をうかがうと開発の背景や想いにもアツいものがありました。というわけで、若いベンチャー

企業の参入で業界全体が活気づくことへの期待も込めつつ、今回はこの注目事例をご紹介しましょう。

ミュージアム

ITトピック

開発ストーリー

「理系脳と文系脳」を併せ持つ

Z世代の社長

展示シミュレーターと同じ名前を持つ

Virtualion株式会社の五十里（いかり）翔

吾社長は、中学生の頃から市販ゲームソフ

トを解析に勤しんでいたという理系脳の持

ち主。大阪大学大学院では基礎工学研究

科に在籍し、ロボット技術の研究を進めてき

たそうです。いずれは日本のモノづくりを支

えるであろう前途洋々の若者ですが、実は

哲学や美術にも高い関心を持つ「二刀流」

の人材。それどころか、阪大では美術部の

部長として展覧会開催の経験もお持ちとい

うのですから驚きです。

今回ご紹介するVirtualionは、まさに理系

脳と文系脳を併せ持つ若き秀才が手掛けた

新発想の展示シミュレーター。ちなみに、社

名も製品名も「ヴァーチャリヲン」と読むそう

です。命名の理由は、この後に。

開発の動機は後輩想いの優しさ

経験はなくても意欲で勝負できる学生たち。

ただ、「実際に展示してみたら、机上で準備

したイメージと大きく違っていた」ということ

もよくあるようです。もちろん、それも学生に

とっては有益な経験なのですが、できれば

回り道はしたくないのが人情。ならばPCで

実際に近い展示空間を作り、資料の配置や

照明などについて予め試行錯誤を繰り返し

ておけばもっとスムーズになり、確実性も増

すのでは…。

Virtualionの開発背景には、五十里社長

が自ら３回にわたり経験したという展覧会の

準備作業がありました。リアルの設営現場

で苦労した部分を事前にシミュレーションで

きるツールがあれば、今後、同じ轍を踏むこ

とはなくなるはず。つまり、美術部の後輩

たちに快適な環境を提供したいという部

長の素朴な思いやりが出発点だったわけ

ですが、出来上がったシミュレーターはプ

ロの学芸員が手放しで絶賛するレベル。た

とえば、自身が苦戦したという照明のシ

ミュレーション法ひとつを取っても、何と

（特に意識せずに！）特許技術にまで行き

着いたというのですから業界各社は真っ

青です。無論、弊社も。

法人設立から実践利用へ

社長自身がプログラムを書き、現行版が出

来上がったのは2020年９月。完成したシス

テムを見て「新しいミュージアムの在り方の

萌芽」と激賞した大阪大学博物館の先生の

勧めもあり、大学のベンチャー支援制度を

利用する形で2021年4月に会社を設立す

ることになったそうです。社名・システム名は

教授や後輩たちがアイデアを出し合って決



定したもので、バーチャル＋パビリオンを意

味しているそうです。ヴァーチャリヲン…どこ

かで聞いたことがあるような言葉の響きは、

社長のお名前から「五十里→いかり→碇」と

かけていて、現在は会社の自己紹介時の持

ちネタになっているとか。ですよね（笑）。

話は前後しますが、現行版が完成した翌月、

大阪大学総合学術博物館では第23回企画

展『CHINA GRAPHY 日本のまなざしに

映った中国』が始まりました。さっそく

Virtualionの出番となり、会場の雰囲気を

楽しめるオンライン展示コンテンツを試験的

に公開。ここでの成功をきっかけに、国際日

本文化研究センターのオンライン展示にも

採用されるなど実践的な活動機会を拡大。

学会での発表などを通してミュージアム周

辺での認知も順調に拡大しているようです

ので、今後はさらに期待が高まりそうです。

システムの特徴

３つのポイント

さて、誕生の経緯をざっくりとご紹介したと

ころで、Virtualionの中身をチェックしてみ

ましょう。大きな特徴としては、手軽な操作

性と３D展示に対応したデザイン、実践的な

照明・順路設定機能などが挙げられます。2

次元の絵画を壁面に展示できるだけでなく、

「立体物を展示ケースに入れる」といったリ

アルな操作も可能。展示室を３Dで再現し、

順路を設定し、作品の照明を細かく調整し

…と、現実の展示室での作業の前に思う存

分「試行錯誤を楽しめる」わけですね。

画面の紹介

使い方は至って簡単です。

バーチャルな展示空間の

壁面に絵画作品を置く操作

では、マウスですいすいと

自在かつ直感的に動かす

ことが可能。実物に合わせ

てサイズを調整することも

できます。

そして、大きなポイントである照明の調整。マウスを使って上下左右に角度を調整できるのです

が、「どの部分を強調すべきか」「コントラストの強さは適切か」といった細かい設定を画面内で

確認できるのがとにかく便利。光を広角で当てたり、照度や距離を調整したり…。ゲーム感覚と

言うか、本物感覚と言うか、これは本当にすごいです。

空間の中に展示ケースを

設置して、立体物の資料や

作品の３Dデータを並べる

こともできます。向きや角度

も思いのままで、心ゆくまで

「ベストな見せ方」にこだわ

ることが可能です。



まとめ

いかがでしょうか。実は、今回の取材は、と

ある学芸員から「今後が楽しみなツールが

あるよ」と教えていただいたのがきっかけで

した。展示の準備に最適なVirtualionです

が、一方で展覧会の記録としても有益な情

報を提供してくれることになるでしょう。特に

注目したいのは、開発者が学生ということも

さることながら、短期間でこれだけ「かゆい

ところに手が届く機能」を実現したこと。技

術力も凄いのですが、それ以上に「視点の

正確さ」に着目したいのです。

ミュージアムに限らず、業務用のシステム開

発には発注者・使用者へのヒアリングが欠

かせません。それに基づく要件定義を反復

しながら全体の仕様を固めていくのがセオ

リーです。ところが、Virtualionを作った五

十里社長は、実は「ヒアリングされる側」を経

験していました。実際の展示現場で直面し

た困難を踏まえ、後進のための解決策とし

て作られているのですから、「使い手に優し

い仕上がり」になるのも当然なのですね。

理系脳と文系脳のハイブリッドな人材が、彼

の仲間とともに作り上げた展示シミュレー

ターは、上手く発展すればきっとミュージア

ムの将来に貢献するツールになるでしょう。

いきなり成果を出した超新星の学生ベン

チャーに拍手を贈ると同時に、弊社も「負け

ていられない」と気合いを入れ直すのでした。

ひとつの照明でカバーし

切れない大作の場合は、

複数の照明を使うことも

可能。ここでも、注目すべ

きポイントがあります。

多数の照明を多用な角度で使用する場合、照明同士が影を作ってしまうことがありますよ

ね。Virtualionは、こうした細部までリアルに再現してくれるので、意図しなかった「展示ミ

ス」まで未然に防止することができるのです。

特に威力を発揮するのは、立体物への照明です。どこから光が入るとどこに影ができるのか、

展示としてどう映るか、どんな印象で見えるのか。その場で議論が始まりそうなリアリティで、設

営前に「結果」を出せるのですから驚きです。 Virtualion株式会社
https://virtualion.co.jp/



限定と一般。
二つの公開機能を展覧会に活用

高知県立美術館

2021年１月16日から３月14日まで、高知県立美術館で『生誕100年石元泰博写真展』が開催されました。この展覧会は、国際的に評価の高い

写真家・石元泰博の足跡を過去最大規模で回顧するもので、東京都写真美術館および東京オペラシティアートギャラリーとの共同企画。準備

にあたっては、作品を所蔵する高知県立美術館がI.B.MUSEUM SaaSの限定公開機能を活用し、各館との共同作業で臨みました。

この事例では、同時に一般公開機能を応用する形で展覧会アーカイブを制作し、オンラインで公開しています。データベース内に登録された情

報をもとに、同時期に複数の用途に活用した好例ですので、ここで紹介させていただきます。

一般公開と限定公開

ミュージアム

ITトピック

二つの公開機能の長所を引き出す

今回の事例では、高知県立美術館が展覧会

で連携する２館のみに対し、この限定公開機

能を使っての情報公開を行いました。「一般

には公開できないけれども関係者であれば

お見せしてよい情報」について、展覧会の準

備にかかわる関係者だけの情報共有環境を

構築しつつ、一般公開機能で広く情報公開

中の作品ページへのリンクを展覧会のテー

マごとに設置することで専用のアーカイブ

ページまで実現。同じ作品データベース内

の情報を、手間をかけずにそれぞれの用途

に合わせてフル活用する形となりました。

広く多くの人々に情報を発信する一般公開

機能と、限られた相手と限られた情報だけを

共有する限定公開。それぞれの長所を適切

に活用し、データベースの持つ力を引き出し

た好事例。では、それぞれの活用法について、

もう少し詳しく見ていきましょう。

機能の特徴

I.B.MUSEUM SaaSは、インターネット

上に資料データベースと検索ページを設

置する公開機能を備えています。システム

の機能の一部なので利用は無料、日常の

学芸業務で蓄積する資料情報をもとにご

く簡単な操作でそのまま「当館のコレク

ション」的なコンテンツの原稿に転用でき

ることから、多くのミュージアムで活用事

例が相次いでいます。

不特定多数のネットユーザーに資料情報

の閲覧を促すための一般公開機能ですが、

それとは逆に、特定少数との情報共有で

使える機能もあります。2019年２月に追

加で実装した限定公開機能は、あらかじ

め館が指定した情報にオンラインでアクセ

スできるという点は一般公開機能と同様

で、こちらはIDとパスワードを自由に設定

することが可能。情報を共有したい相手に

限定公開の活用

展覧会関係者向けデータベース

高知県立美術館が多数所蔵する石元泰博

の作品をほかの２館に貸し出し、順次開催

された今回の共同企画。限定公開機能は、

２館が借り受ける作品を選定する際に閲覧

できる限定公開ページの作成に活用されま

した。

同館が所蔵する石元作品は約３万５千枚に

のぼりますので、展覧会のテーマに合わせて

選ぶにしても、ノーヒントで自力かつ手動で

探すというのは、さすがに現実的ではありま

せん。となると、既刊の図録や写真集から選

ぶか、所蔵館側に絞り込んでもらった「おす

すめ」リストの提供を仰ぐか。システムを活用

した今回は、主要なシリーズを「中分類」とし

て登録していたデータベース構造を手掛か

りに、シリーズごとにひもとくようにして作品

を選ぶことになりました。

だけアクセスを許可することで、データ

ベース内の特定情報に招待するような限

定的な情報共有が実現します。

該当の作品が
ヒット中分類が「シリーズ」に

なっています。

作品の確認に必要な
情報が表示



限定公開の効果

データベースには作品IDや箱番号なども

記録されていますので、所蔵館と貸出先

の間でのコミュニケーションの際に情報が

混乱する心配はありません。同じデータ

ベースの情報をもとに会話できる分、相互

の確認事務は大幅に軽減されました。

この手法は、所蔵館に思わぬ効果を生み

ました。というのも、これまで展示される機

会が少なかった珍しい作品が多く選ばれ

ることになったというのです。前記の通り、

貸し出しの際に「おすすめ」として絞り込む

と、所蔵館側の視点を基準にして選定が

進むことになります。その点、今回はデー

タベースをもとに自由に探せるスタイルを

採ったため、ほぼ無名に近い作品が選ば

れることもあったとか。新しい視点が、新し

い価値を見出したわけです。

一般公開の活用

展覧会アーカイブへのデータベース

の活用

さて、同展覧会では専用の公開ページが

制作されました。『生誕100年 石元泰博

写真展 アーカイブページ』と名付けられた

このコンテンツでは、展示室内の順路をたど

るように２０のテーマに沿って解説を読み進

めることができます。また、テーマごとに「作

品を見る」というボタンが配置されていて、

クリックするとそのテーマをキーワードに

データベース内を検索した結果を一覧で表

示。こちらは、そのコーナーに掲出されたパ

ネルの解説文を読んだ後に作品展示を鑑

賞するような感覚ですね。

ポイントは、展覧会の情報自体はWebサイ

トの1ページとしてコンパクトに収められてい

る点。工夫すれば館のホームページ内に設

置することも可能な分量なので、何ページ

も増設するようなコストは要しません。なお、

このように特定のルールで作品・資料の情

報を集めたテーマ性の強いページづくりは、

データベースを通じて公開されていれば応

用可能です。データベース内の情報と、企

まとめ

特定の目的に即して関係者間で共有する

限定公開機能、誰もが簡単にアクセスでき

る一般公開機能。それぞれの長所を用途に

掛け合わせ、使い分けたこの事例は、ス

マートかつ効率的なスタイルで３館共同の

大型企画を見事に成功へと導きました。目

的や状況によっては想像以上に効果を発揮

する好事例ですので、ぜひ情報発信のヒン

トとしてお役立てください。

なぜ一般公開ではなく

「限定」公開なのか

こうした手法が使えたのは、貸出先の２館

も石元作品の知識を有していたからです。

データベースの情報の中には、一般公開

できるレベルの精度ではないデータもあり

ましたが、展覧会を企画できるレベルの基

礎知識を持つ学芸員なら、不完全な情報

も適切に判断できるはず。そんな信頼関

係から、試験的な取り組みとして２館の企

画担当学芸員にのみ限定公開することに

なったのです。ちなみに、同館では、目録

作成のプロセスにも、委託先業者を対象

に応用しているそうです。

画展など一定の切り口で制作した詳細な

解説や参考画像を組み合わせれば、公式

サイト内の持続可能な枠組みの中での展

覧会アーカイブとしてシリーズ化すること

もできます。

高知県立美術館石元泰博フォトセンター https://iypc.moak.jp/

特集生誕100年石元泰博写真展 アーカイブページ https://iypc.moak.jp/?p=3446

石元泰博写真プリントデータベース https://jmapps.ne.jp/iypc_moak/

展示内容

（テーマごと）

作品一覧へ

リンク



I.B.MUSEUM SaaSから『ジャパンサーチ』へ
データ連携機能の活用法

大阪市立東洋陶磁美術館

ミュージアム

ITトピック

日本国内の幅広い分野のデジタルアーカイブと連携し、多様なコンテンツをまとめて検索・閲覧・活用できるプラットフォーム『ジャパンサーチ』。

もちろんミュージアムにも情報提供が期待されていますが、参加には各館個別での対応が必要となります。そこでI.B.MUSEUM SaaSでは、館

内で発生する作業負担を少しでも軽減していただくためにジャパンサーチ用の連携データを出力する機能を開発。2021年４月に実装しました。

今回は、I.B.MUSEUM SaaSの機能を使って最初にジャパンサーチとの連携を実現された大阪市立東洋陶磁美術館の事例を例に、実際の作

業を担当された巖由季子さんにうかがったお話を交えながら、連携までのプロセスをご紹介いたします。

連携データ出力機能
の概要

I.B.MUSEUM SaaSに登録されている

データから公開したいものを選べばその

まま利用できるという考え方は、インター

ネット公開機能と同様です。運用開始後は、

ジャパンサーチ側が一定の頻度で自動的

にデータを取得しに来てくれますので、

ミュージアム側の作業はI.B.MUSEUM

SaaS内で完結できます。

情報の更新があった場合は、自動的に

ジャパンサーチに反映されます。ジャパン

サーチへの提供情報もほぼ最新の状態が

保たれるわけですが、そのためには両シス

テムで設定が必要になります。ここでは簡

単に設定作業を確認してみましょう。

ジャパンサーチ側の作業

続いては、ジャパンサーチ側での設定。管

理画面を開き、組織情報や管理者IDの登

録のほか、ラベルの定義や公開データの説

明テキストの入力などを行います。大阪市

立東洋陶磁美術館の巖さんによれば、それ

なりに作業ボリュームがあるとのことですの

で、余裕を持って臨みたいところですね。

設定を終えたら、管理画面上でテスト公開

へ。自館の公開データがジャパンサーチ上

でどう表示されるかを確認することができ

ます。見え方に問題がなければ、自動更新

の設定。完了すると、以降は以下の図のよ

うにデータが定期的に収集されることにな

ります。

大阪市立東洋陶磁美術館では、収蔵品の

データベースとは別に、画像オープンデー

タのサイトも連携させておられます。高精細

なだけでなく、写真としての美しさにこだ

わった作品画像を自由にダウンロードでき

るサービスも一緒に紐付けているのですね。

具体的な作業

連携データの設定

準備の第一歩は、I.B.MUSEUM SaaS

のこの画面から。２つのシステム間でどの

データ項目を連動させるかを指定し、ジャ

パンサーチが読みに来る「連携データ

URL」を設定します。

ジャパンサーチでは、各データベースのトッ

プをアレンジできますので、美観が際立つ

ページに仕上がっています。

おおよその流れは以上となりますが、いか

がでしたでしょうか。操作方法については、

I.B.MUSEUM SaaS新機能情報のペー

ジ（https://welcome.mapps.ne.jp/manual/7448）に

詳しく掲載していますので、どうぞご参照く

ださい。



これからトライされる館の皆様へ

ジャパンサーチに読み込ませるデータのあ

りかを伝えておけば、あとは向こうからデー

タの確認にやって来て、更新された情報を

拾い集めて持ち帰ってくれる。さすがIT時

代、実に便利ではあるのですが、見方

ジャパンサーチを使ってみました

というわけで、実際にジャパンサーチを利用

して、その魅力を体験してみましょう。

ジャパンサーチには、IDの取得やログインな

しでお気に入りをブックマークできる「マイ

ノート」機能があります。また、自分だけの

Web展覧会「マイギャラリー」を楽しむことも

可能。そこで、今回はお話を聞かせていただ

いた大阪市立東洋陶磁美術館の作品デー

タから、マイノート＆マイギャラリーを作って

みました。

まずは下の陶磁器の写真をご覧ください。繊

細な絵付けが美しいもの、造形が素晴らしい

もの…と個性的な作品が並んでいますね。

このリストを「マイギャラリー」に展開すればさら

に楽しいものになるようですので、試してみま

しょう。こちらも、作成画面でタイトルやイメー

ジ画像とともに「マイノート」を登録（インポート）

するだけ。出来上がったマイギャラリーは、他の

人と共有して、共同で編集することもできます。

を変えれば設定作業は一度しかありませ

んので、操作に慣れて覚える機会もないと

いうことになります。しかも、ジャパンサー

チとI.B.MUSEUM SaaSの両方のシス

テムを使うことになりますので、作業上で

躓いた時、どちらのシステムの担当領域な

のかを瞬時に判断することは容易ではあ

りません。実際、大阪市立東洋陶磁美術

館の巖さんも、この点ではかなりのご苦労

があったようです。

双方のシステムを操作するだけでなく、質

問も双方に繰り返しながらの作業では疲

弊してしまいます。そこで、これから連携に

チャレンジされる際は、明らかにジャパン

サーチ側の機能である時を除き、ひとまず

弊社がご相談を承ります。もちろん弊社で

はお答えできない場合もあるでしょうが、

少なくともジャパンサーチの管理画面につ

いての基本的な内容は理解しております。

国立国会図書館のジャパンサーチ連携ご

担当がI.B.MUSEUM SaaSの詳細をご

存じとは考えにくいので、一次受付窓口は

やはり弊社が務めるべきでしょう。巖さん

のお話では、ジャパンサーチもデータ項目

の柔軟性などかなり工夫の跡が見られるよ

うで、「これなら少し特殊な資料ををお持ち

のミュージアムでも連携させることは可能

だろう」とお感じになったとのこと。事実、多

種多彩な連携機関が続々と誕生中ですの

で、ぜひI.B.MUSEUM SaaSの連携機能

をご確認いただき、参加のご検討を。

ちょっとお試しのつもりが、意外に熱が入りま

す。「次は好きな浮世絵作品のカタログを」「出

張で出かけた街の風景画コレクションなども

面白そう」」と、しばし没頭してしまいました。

ジャパンサーチは研究用途にも最適ですが、

この気軽さなら、今まで文化財や博物館とあま

り接点がなかった方々も親しんでくださる

データベースに育っていくかもしれません。と

なれば、自館のコレクション情報をアピールで

きる格好の舞台。新規ファン開拓のための有

力なチャネルとして、ぜひ多数のミュージアム

にご活用いただきたいものです。

そこで、いくつか作品を選んで「マイノート」に

に登録してみましょう。操作方法は？ 何とハー

トマークをクリック／タップするだけ。これ以上

ない簡単さです。ピンと来たものにポンポンと

ハートを点灯させるだけで、「カラフルな焼き

物」という個人ノートの出来上がりです。選ん

だアイテムにメモをつけることもできます。閲

覧者や来館者はもちろんですが、これなら館

のスタッフも仕事に使えそうですね。

大阪市立東洋陶磁美術館収蔵品画像オープンデータ https://websites.jmapps.ne.jp/mocoor/

ジャパンサーチ内の大阪市立東洋陶磁美術館のページ https://jpsearch.go.jp/organization/moco_toyotoji

ジャパンサーチ https://jpsearch.go.jp/



I.B.MUSEUM SaaSの全面リニューアル計画が
2022年12月頃を目標に進行中

約２年の開発期間を経て、自社のパッケージソフトウェア

〈I.B.MUSEUM〉をベースとしたクラウドサービスを開始した

のは2010年11月のこと。翌年１月に最初のユーザをお迎えし

てから400館を超えた今日まで、数えるのに苦労するほど多

数の機能改善・追加を繰り返してきました。その一方、デザイ

ン面でのご指摘をいただくことは少なく、基本的な使い勝手ほ

ぼ不変。現在では「この画面に慣れてしまった」という方も多い

ようです。

しかしながら、タブレットやスマートフォンが当然となった現在

は、アクセスする場所も端末も急速に多様化が進んでいます。

そこで、I.B.MUSEUM SaaSでは、以下の３点を焦点とする

全面リニューアルを実施する運びとなりました。

１．作業スピードをアップ

たとえば特定の資料情報を探す際、現在は概ね以下の段階を

経ることになります。

❶ログイン ❷エントランスからシステムへ ❸メニューがある

ホーム画面へ ❹資料検索

こうしたプロセスをもっと簡易化・時短化できないか。そんな

視点から、社外専門家も交えて改善点や方向性を激論中。

ユーザインターフェイスの基本部分から大幅なリニューアルを

行うことになりそうです。

２．すっきり見やすく

過去10年余にわたり、時代の趨勢や皆様のご要望に合わせて

多数の機能を追加してきた分、そろそろ整理整頓が必要な時

期。また、開発当時と現在では、主流となるディスプレイのサイ

ズや画面の解像度がまったく異なるため、環境によってはシス

テム画面を窮屈にお感じの方も多いことでしょう。そこで

今回のリニューアルででは、より効率的に、より快適な作業の

ための「見え方の改善」も大きなポイントに。併せて、システム

のロゴも一新します。

３．デバイスを選ばない

現在のI.B.MUSEUM SaaSはスマートフォンでアクセスで

きますが、画面は最適化されません。拡大・縮小の操作を繰り

返さなければならないのは、やはり不便。持ち歩くデバイスが

定着し、収蔵庫をはじめ館内のどこにいてもデータにアクセス

したい場面が増えていることから、小さな画面でもできるだけ

使いやすい環境づくりを目指します。

現在の機能は、原則としてすべて踏襲。操作プロセスの短縮

などで操作感が変わった印象を受けることもあるかもしれま

せんので、並行運用期間を設ける予定です。リニューアル時

期は、現在のところ2022年12月ごろの見込み。それまでの間、

開発の進捗を随時ご報告する専用のニュースレターの発行準

備を進めています。

長かった緊急事態宣言があけ、全国のミュージアムを駆

け回る毎日が再開した弊社営業＆サポートスタッフ。訪問

先で多くの学芸員のお話をうかがうと、以前よりも

「ミュージアム同士のつながり」を感じる機会が増えてい

るように思います。民間企業で同業者と言えば「競合」を

意味しますが、博物館界では「同士」。かつて、異業種から

この世界へと移った頃にも感じたことですが、このコロナ

禍の２年間で互助の機運が高まっているのでしょうか。

「情報やノウハウを共有したい」という意思が強まってい

るような気がします。

今回のMAPPS Pressでも、「館と人のネットワーク」の

話題が集まる形となりました。『おうちミュージアム』では

館同士が参考にし合う動きを確認できましたし、日本中

のコレクションデータを横断する『ジャパンサーチ』も連携

のプラットフォームですね。ともに未来へ歩んでいこうと

いう意識が強まる風潮は心強い限りですが、弊社も負け

ていられません。新型コロナの感染状況に大きな動きが

ない限り、これからスタッフの訪問活動も本格化して参り

ますので、うかがう機会がございましたら何とぞよろしく

お願いいたします。


